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太陽　tの月中は‘‘をとめ座”を通ってゐ

　るが，月末には“てんびん座”の西端に遠

　する．次第に南に低くなって，天にも地に

　も秋氣が満ち々々てくる．暦を金けば，“塞

　露”が8日19時51分，“霜降”が23日22時49

　分，秋の土用の入りが20日と，伺はれ，る．

1940年

10月の天象

卒論太陽は眞太陽の東：方にあって，時差1ま1日0時には10分3秒であるが，次

第に増して，31日24時には19分20秒となる．カリン1・ンの太陽自点滴は世界
　　　ロ時の13．24（日本標準時の13日14時46分）より第1165期に入る．

　日食1日に南アメリカからアフリカの南部にかけて待望の皆既日食が起るこ

　とは既に本誌にも記されてみる通りである．（昨年12月號及び本月3月號を見

　られよ）皆既時間の最長は5分孚（但し，これは大西洋上），陸上でも3分乃至

5分弱に達するものであり，地理的條：件も悪くなく，墨界でも期待せられて

　みたものであるが，果してどのやうな観測が行はれるか，現在の極端に悪い

條件や環境の下に観測を途行ずる人々の上に天砧を所ってやまなV・．なほ，

　この日食は，日本時の1日19時8分に始まり，2日0時19分に絡るもので，わが

　國では全く見られない．

月　1日に“をとめ座”で新月，EPち，治暦9月朔で，ブラウンの月一の第220

　期が始まる．8日に“いて座”で上弦，16日に“うを座”で1繭月，24日に“か

　に座”で下弦となり，31日もう一度新月（kS　IO月商，ブラウン月相第221期の

　始め）を示す．なほ，9日は“：重陽節”にあたる．

水塁　月初め“をとめ座”の“スピカ星”のやし東を順行してをり，宥天に：

　零等星として輝く．良V・観測期である．太陽から東：方へ吹第に離れて行き，

　21日1時に東：方極大離角（太陽からの離角24度30分）となり，漸次順行の速さ

　を減じ，11月1日に停留（“てんびん座”の西部に於て）して逆行に移るので

　ある．光度は，月初め，負0．1から，次第に減じ，月末0．5，海牛径は月初め

　2．6秒角から月末4．1秒角に増す．3日5時に月と會合する．（月が水星の北2度

　59分のところを通過する．）

金星　曉天に負4等の光を放ち3時頃に東の室に現れる．“しし座”を横切って

　順行してをり，月末にぱ“をとめ座”に入る．9月上旬に極大離角をなし，ゆ

　つくりと太陽を追ってみて，良い見頃である．光度は月初め負3．8から月末tC

　負3．6に，覗宇径は月初め9．4秒角から，月末7．6秒角に，何れも漸減して行く

　とともに，輝面の割合は月初め6割3分から月末7割4分に二二する．28目12時

　43分に月（月齢26．6，“しし座”の東端に在り，白書の西山に相當高いが，雨

　者とも獲見は容易）と丁合（月は金星の南2度56分のところを通る），30日6
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　時には海王星と會合（海王星の北11分角のところを通過する）する．

火星　曉の東室に2等星として太陽より1時間ばかり早く姿を現はすが，まだ

　観測には不向である．“をとめ座”をゆっくり順行してみて，9月末に“β星”

　の北を通過したが，今月末には“a星（スピカ）”’に：近づいて行く．1日5時孚

　に月と會合するが，29日20時38分に再び見と出會ふ．光度2・0，町歩径1．8秒

　角．太陽より家具に逞れて行く．

木星　土星とならんで“ぴつじ座”をゆっくり逆行してみる光景は，確に何

　十年ぶりの珍しv・眺めである．夕室の薄明が清えると間もなく東の室に昇っ

　てくる．月初め木星は土星の東にあるが，次第にその距離を縮め・12日8時

　に土星を追ぴ越し（帥ち引合，木星は土星の北1度17分のところを通過する）

　て西：方に進み，今年末に木星が停留となるまでは漸次その距離を増しては行

　くが，大して離れす，來年の春の頃まで我々の眼を回しませてくれる．

　二二三星の最も接近するのは，急報438によれば，

　　　1940年　八月8日　　角距離　1。10ノ　　雨星順行中

　　　　〃　　十月20日　　　t！　　115　　〃　逆行中

　　　1941年　二月15日　　　〃　　115　　〃　順行中

　18日8【1寺牛に月と會合．光度はこの月は極大を示して負2・4，極覗牛径は月初

　め22．2秒角から月末23．1秒角と増して，これも極大に近づく．

土星　（木星の項を参照）光度は月初め0・2から月末0・0に，極覗牟径は月初め

　8．9秒角から月末9・1秒角に，何れも僅かながら増して行く．18日9時に月と會

　合する．なほ“環”は南面を見せてみる．

天王星　“うし座”プレヤヂスの南西方を逆行してみて，20時頃に東天に昇る。

　光度6．0、覗半径L8秒角．19日9時に月と會合する．

海王星　“をとめ座”β星の北をゆるやかに順行して・11日頃にβ星に最も近く

　なる．日出1－2時間前に漸く東の室に現れるのであるから，見るに適當では

　なV・．光度7。8，1硯半径1・2秒角，1日3時牛と28日16時に月と野合，30日6時に

　は金星と會合する．（金星の項を参照）

冥王星　“かに座”のプレセペ星團（M44）の北東：方を，ごく緩かに順行してゐ

　る．観測には世界第一の望遠鏡を要する．

流星　この月には9－10日頃の“ジャコビニ流星群”や中旬の“オリオン二流

　星群”等が著しいものとされてみる。流星については毎月の観測部月報欄に

　詳しい注意や詮明がなされてるる．

星座　秋の星座には眼を奪ふやうな光の強い星に乏しくて，何となく三家を

　感じさせられるが，今年は木土痢星の輝きがこれを救ってくれるやうだ．し

　かし，“うを座”“くぢら座”の微星の列は秋氣そのものと云ふべきか．
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十月の天論士レンダ

日附　七曜　正午月齢　干支
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　天界現象（日本標準時）
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